
 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊馬さんのこの記事は、1学期に学習した道徳「漢字

に思いをこめて～家族にあなたの思いを伝えよう～」の

学習の中で生まれたものです。その中で、自分が普段家

族に対してどんな思いを持っているのかという視点で自分や生活を見つめ直し、気付いたことにぴ

ったり合う漢字を１文字選び、思いを綴ったそうです。 

その時、豊馬さんは両親に対してそれぞれ漢字を1文字ずつ選びました。自分や弟や妹を生んで

くれたお母さんには「生」という字を使って、感謝の気持ちを伝えました。そして、お父さんには

「豊」という1文字を使って、次のような思いを伝えました。 

 

 

 

 

 子育て中、特に第一子の時は、初めてのことばかりで不安や悩みが大きいものです。でも、この

記事に代表されるように、子どもたちの心の中には、親への感謝の気持ちがしっかりと育まれてい

ます。七里っ子に出会って、がんばっている親の背中を見ながら成長しているなと感じる毎日です。 

２０２３ な な さ と 
○な るほど ○な っとく ○さ あ ○と りくむぞ！やって伸びる七里っ子！ 

R５．10．２（月） 
第３７号 
文責：校長 川添 

七里小学校 

「読もっか」に掲載されたよ！素敵なお手紙が届いたよ！ 

9月 23日付 

お父さん、ぼくに「豊馬」というかっこいい名前をつけてくれてありがとう。お父さんの名前にもぼく
と同じ「豊」という漢字があると分かったから、とてもうれしかったです。ひいじいちゃんととよ子ばあ
ちゃんにも「豊」の字がついています。ぼくで４人目になります。「豊」の字を名前に使ってくれてあり
がとう。 
 ぼくがお父さんみたいに大人になったら、「豊」の字をつないでいきたいです。 

 

 豊馬さんの記事を読まれた高知市在住の
方から、豊馬さんとお母さん、それぞれに
宛てたお便りが届いたようです。うれしい
ですね。お母さん宛てのお便りの中には、
「この文章を読み、スーッと胸が熱くなりまし
た。～こんな子どもさんを育てているお母さん
も幸せですね。」と書かれていました。この
記事とお便りに、坂本さんも励まされたそ
うです。 

10 月スタート！令和５年度の折り返しです！ 
 朝晩の気温がぐっと下がり始めました。今朝は、「寒～い！」というつぶやきがたくさん聞かれま

した。昼間との寒暖差が大きくなり、衣服の調節が難しい時期ですが、今月も元気いっぱいがんばっ

ていきましょう。早いもので、令和5年度も後半に突入です！ 



 

 

 

 

  

「運動会が終わったので、そろそろ冬野菜の苗の植え付けや

種まきをしたいな。」という 1・2 年生の思いを伝えた次の

日、地域学校協働本部の環境整備部長の笹岡誠さんと 4 名の

PTA役員の皆さんが農園に集まり、除草、耕運、畝づくり、

マルチ張りまでの作業を一気に行ってくれました。また、畝以

外の場所には、今後のことも考え防草シートを張ってください

ました。 

ご自身のお仕事がご多用な時期にも関わらず、準備から作業まで快く行ってくださり、本当にあ

りがとうございました。おかげで、早速後期の栽培活動をスタートさせることができました。 

（※トラクターを巧みに扱う大杉さんの姿を見て、娘の彩月さんが「お父様、かっこいい♡」と、嬉

しそうに声をあげていました。） 

 

 

     学校農園の真ん中に、黄色いヒマワリに似た花がたくさん咲いてい

ました。何の花かな？と思っていたら、2年生が朝陽さんの提案で栽

培していたキクイモだったそうです。 

     キクイモには血糖値の上昇を抑える成分が含まれているというこ

とで、メディアでも取り上げられることが増えている話題の野菜のようです。 

本来、11月～12月が収穫期のようですが、先日、少し早めに掘り起こす

ことになりました。やはり小ぶりでしたが、子どもたちは大事そうに教室に

持ち帰り、「こんなのができていました。」と嬉しそうに見せてくれました。 

  栽培体験活動は、子どもたちに「食」への興味を持たせる絶好の機会にな

ります。「今度は、〇〇を栽培してみたい」と話を弾ませていた 2 年生でし

た。 


